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東北・北海道表面処理工業組合の理事を務めさせて頂いております、メテック株式会社 

北海工場の中島功嗣で御座います。組合員の皆様には日頃より御愛願賜り心より感謝申

し上げます。 

 弊社は北海道恵庭市に工場があり、新千歳空港より車で約２０分程度の場所です。 

冬期はまあまあ降雪がありますが、道内では比較的降雪の少ない地域であります。しか

しながら時にはブラックアイスバーンと言われる路面状況悪化で自動車運転時には気を

使う場合もございます。特に朝晩の凍結時混雑時は結構大きな自動車事故を頻繁に見か

けますので、皆様も北海道冬期運転の際には十二分注意をされた方が良いでしょう。 

 さて最近の状況としましては、弊社は自動車関連の鍍金が大半であり、昨年末より主

に中国経済の失速起因に由る自動車販売低下影響にて受注が落ち込んでおり、大変厳し

い状況下にあります。月中の数日間は全日工場稼働停止実施等々、工場経費抑制策を実

施しております。今は辛抱我慢の時期であり、厳しい冬が去り雪溶けて春になり温かく

なるが如く一日も早い客先受注回復を願っております。 

また 2月 21 日 21 時 22 分には胆振中東部地震余震が発生し、震源地厚真町は震度６恵

庭市は震度４でした。私は地震時には帰宅していましたが、昨年 9 月以来の大きな地震

発生であり、もしや？と少々慌てましたが、工場・従業員とも被害損傷はなく安堵いた

しました。天災は予測不可能でありますが、仮に被害を受けても自己で復旧可能な場合

は一日も早く復旧活動を実施し、お客様にご迷惑が掛からぬように対処致します。 

辛気臭い話ばかり申し上げましたが、止まない雨は無い！明けない夜は無い！と前向

きに考えている次第であります。 

最後になりますが、組合員の皆様と供に業界の発展に寄与出来ればと思っております

ので、今後ともご指導の程宜しくお願い申し上げます。 

 

待 ち 望 む 春 

巻 頭 言 
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恒例となりました平成 31年新春賀詞交歓会を 1月 23 日（水）ホテル法華クラブ仙台にお

いて講演会、賀詞交歓会を行いました。始めに開会の辞を岡崎副理事長が行い、講演会は

東北大学准教授戸津健太郎様が行い、意義のある新春賀詞交歓会となりました。 

来賓として東北経済産業局のご臨席を賜り、会員、賛助会員 74 名が出

席されて盛大に開催されました。 

賀詞交歓会は主催者代表として島田理事長が行い、ご来賓として東北経

済産業局地域経済部長 蘆田和也様にご祝辞を賜りました。参加者はそ

れぞれ情報交換を行い草間副理事長の手締めでお開きとなりました。 

司会を担当した中島理事により講演会から始まりました。 

 

   

■講演会(午後 4 時 30 分) 

演題「ＡＩ、ＩｏＴを活用したものづくり」 

講演者：戸津健太郎様（東北大学准教授） 

最近新聞やニュースでよく耳にするＡＩ、ＩｏＴについてご講演を 

いただきました。 

戸津先生のご専門はセンサ－等の微細加工です。特にＩｏＴに使わ 

れる微細加工が中心です。 

・ＡＩ、ＩｏＴの用語 

・ＡＩ、ＩｏＴとは 

・各メーカーでの利用状況（Amazon、東芝、日立、IBM、富士通等） 

・医療分野での活用（自治医大） 

・活用例（日立、旭鉄工、） 

    ・秋葉原で安価な入手可能なセンサー等 

    ・スマートホテルでの活用・消費電量等の見える化・製造現場における AI,IOT 活用例 

・ＡＩ、ＩｏＴ導入のポイント ・ＩｏＴの要、センサ－とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会の辞:岡崎副理事長 
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■賀詞交歓会(午後 5 時 50 分) 

椎谷監事の司会進行により賀詞交歓会は始まりました。 

主催者挨拶、ご来賓祝辞、乾杯と進み交歓会は始まりました。 

●主催者挨拶 島田理事長 

皆様新年あけましておめでとうございます。本日はお忙しい中、

東北経済産業局より蘆田部長様、小日向様、それに先程ご講演を

いただきました東北大学准教授戸津様にご来賓をいただいており

ます。TSTIA ニュースでも書きましたが昨年秋の叙勲で東亜電化

の三浦社長様が旭日単光章を授与されました。長年にわたる産学

官連携の推進、特許出願による有効活用としての貢献ということ

です。組合としても名誉な事で心よりお祝い申し上げます。平成

最後の年であり 4 月 1 日新元号が発表され 5 月 1日より新元号が

制定されます。今年は世界の経済が停滞しそうな感じがあります。 

また 10 月には消費税の増税があります。実施されれば景気は後退するのではないかと思

います。先行きは不透明でありますが、そこを乗り越えてきたのが私達です。これからも

頑張っていきたいと思います。先程、戸津先生のご講演でもありましたが AI,IOT を使っ

た仕事となると思います。生産管理、システムにつなげ在庫管理等々あらゆる分野に活用

され生産性が飛躍的になると思います。この 10 年で大きく変わったことは世界中で使わ

れたスマートフォンではないかと思います。これからは AI、IOT と繋がっていくと思われ

ます。これからの 10 年はどうなっていくのか分かりませんが健康問題もありますが AI

で優れたロボットがあって色んなことをやってくれることと思います。また自宅で診察も

出来るようになるのではと思います。飲み過ぎれば AI に叱られるということもあるかも

知れません。ともあれ 10 年後は明るい社会になっていると思います。最後に今年がます

ます良い年でありますようご祈念いたします。本年もどうぞよろしくお願い致します。 

                     

●来賓祝辞 東北経済産業局地域経済部長 蘆田和也様 

新年あけましておめでとうございます。東日本大震災から 7 年 10

ヵ月が経過しました。復興は着実に進んでおります。感謝申し上

げます。経済はアベノミクスの推進により国民総生産が最大規模

に拡大しております。東北では自動車、産業改善により設備の増

強、大型投資により活発になっています。今年は国内外の情勢は

極めて読みにくいと思われています。第 4 次産業革命の変化やソ

サエティ 5.0 と呼ばれる社会の変化、構造的な変化です。重要な

のは足元でしっかりと稼いでいただくことです。将来に向けた取

り組みをしっかりとしていただくここです。東北大学との連携により充実した設備等を活

用していただきたく思います。来年度の補正予算では 850 億円の規模を予定しております。

IT の活用にも支援をしていきます。AI,IOT のセミナーも開催していきますので積極的に

ご参加してください。幅広い産業の基盤である表面処理は地域経済の発展に寄与していた

だきたいと思います。貴組合の飛躍の年となるようご祈念申し上げます。 
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●乾杯 三浦修市顧問理事 

新年あけましておめでとうございます。皆様にご支援いただきあ

りがとうございます。今年は猪年で突っ走るのもいいですが今年

は後半が危ない年ですのでご注意ください。今年は猪、豚さんに

因んで子供を多く生んでいただき私達のために頑張っていただき

たいと思います。それではご唱和をいただき今年は幸多いことを

祈念して乾杯！ 

 

 

 

●手締め     

草間副理事長の手締めで新春賀詞交歓会は賑やかな中に終了致しま

した。 
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島田理事長、草間副理事長、宍戸副理事長、岡崎副理事長、丹野専務理事、事務局高橋で

1 月 23 日（水）に新年の挨拶廻りをした。 

宮城県中央会では大内専務理事、高野主査と面談をした。今年、これからの景況観につい

て情報の交換をし、更なる支援をお願いした。その後、東北経済産業局を訪問し蘆田部長

に面会予定でしたが、会議が長引いたため面談は叶わなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県中央会 



ＴＳＴｉＡニュース 

 

 

  

 

 

 

平成 30 年秋の叙勲・旭日単光

章を受賞されました三浦宏顧

問理事の祝賀会が盛岡グラン

ドホテルで 2月 2 日（土）に行

われました。三浦宏氏は永年に

亘る産学官連携による共同研

究の推進と積極的な特許出願

により特許有効活用企業とし

て岩手県産業の発展に貢献さ

れました。また「産学官の融合

化で躍進を目指そう」を合言葉

に社員が一丸となり社業発展

にご尽力されたご功績が認め 

られたものです。 

式典は代表発起人挨拶、祝辞、祝電披露、記念品  贈呈、花束贈呈、受章者挨拶、鏡開

き、乾杯と続き 2 時間半にわたり閉会となりました。 

誠におめでとうございます。 
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新春賀詞交歓会の日程に合わせて 1月 23 日(水)午後 3 時より開催した。 

出席者は島田理事長、草間副理事長、宍戸副理事長、岡崎副理事長、丹野専務理事、 

鈴木顧問理事、三浦顧問理事、永島理事、井上理事、元井理事、中島理事、手塚理事の 

12 名が出席した。 

島田理事長の挨拶に引き続き議事を進行した。 

１．新春賀詞交歓会に関する件 ２．通常総会までの会議日程に関する件 

３．H31 年度主な事業に関する件 ４．北青会に関する件 ５．全鍍連に関する件 

６．その他 
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◆第 7 回総会開催 

新会長:椎谷学氏、新副会長:元井広樹氏、 

新専務理事に三浦修平氏を選出 

平成 31 年度第 7 回総会を 2 月 8 日(金)に仙台市青葉区「スマイルホテル仙台国分町・シェル

ブール」で行いました。29 会員のうち、出席 17 名、委任状 8 名で総会は成立いたしました。 

司会は鈴木副会長が担当して開催されました。齋藤会

長の挨拶で総会は始まりました。 

その後、議事に入り、三浦副会長より第１号議案:平成

30 年度事業報告並びに会計報告、監査意見書を岡田監

事、椎谷副会長より第２号議案:平成 31 年度事業計画

並びに会計予算(案)、第３号議案:平成 31 年度会費の

額並びに徴収方法を説明されました。第４号 議 案 役

員改選(案)を元井専務理事が発表し、第５号議案その他の件を説明し承認されました。 

椎谷新会長、元井新副会長、三浦修平新専務理事より就任の挨拶を行った。その後交流会

が始まりました。 

交流会は椎谷新会長の挨拶、小島監事の乾杯で始まりました。賑やかに行われ、岡崎理事

の中締めで 

平成 31 年度総会を終了しました。 

 

 

 

◆監 事 会 

1 月 9日(水)昼 12 時からＴＳＴＩＡ事務局に 

おいて平成 30年度の会計監査を三浦修平氏、 

岡田俊介氏に出席いただき行われました。 

台帳、領収書、通帳等を照査しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齋藤前会長、椎谷新会長 

元井新副会長、三浦新専務理事 
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●情報・国際委員会（3 月 5 日） 

１．平成 30 年度委員会事業収支の件    

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、平成 30年度情報・国際委員会収支状況・ また見込

みについて、報告を行った。  主な差異として、今年度より広告請求の時期をずらしたこと、広告

収入が予算より少な かったことを説明した。  

２．平成 31 年度委員会事業計画案・収支予算案策定の件    

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、来年度事業計画案及び予算案について説 明を行っ

た。議長が各案について諮ったところ、全員異議なくこれを承認した。  

３．海外視察研修事業の件   

①本年度視察報告   

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、本年度（アメリカ）海外視察研修につい て、報告

を行った。また参加団員より作成された視察研修報告書をその場で回覧した。     

②来年度検討について   

議長より「今年度は経営者向けに開催したが、来年度は技術者向けにするか経営者向け にするか

など委員の皆さんの意見を伺いたい。」と提案があり協議した結果、以下のプラ ンをメインに計画

を検討することとなった。  

●フランスの sileane と言う会社を見学した。自動ひっかけの設備メーカー。売り先の半 分がめ

っき企業で日系の企業にも多く販売している。また近隣にスプレーめっきをしている企業もあるの

で見学先としてはよい。   

●フランスにバレルを製造しているメーカーがある。もしフランスに行くのならばそのようなメー

カーの見学もよいのではないか。  

以上の意見を踏まえ、三役及び事務局にて検討していくこととなった。  

４．「全鍍連」誌編集の件   

議長の求めにより事務局より資料に基づき、「全鍍連」誌編集実績について報告を行った。全鍍連

誌の主な掲載内容について、また今年度より新たに開始した「悠々自適」につ いても引き続き執

筆依頼を継続することなど説明をし、一同これを了承した。  

５．全鍍連公式ホームページの件   

議長の求めにより事務局より全鍍連公式ホームページについての報告が行われた。  

●今年度より広告掲載企業を募集したところ、現在３社が掲載している。  

●会員限定ページを作成し過去に全鍍連で作成した冊子等を掲載予定である。  

●今年度より広告掲載企業に更新確認を行っている。 以上３点を報告し、一同これを了承した。  

６．日韓定期会議の件   

議長の求めにより事務局より本年度の定期会議の報告が行われた。また来年度は韓国側 での開催

となり、今後事務局にて日程を調整していくこととなった。  なお、日韓定期会議に関して次のよ

うな議論が行われた。  

●日韓の関係が良好ではない現状も踏まえ、開催の意味を問う声が組合内で上がっている。韓国企

業に技術だけを盗まれてしまい、苦しんでいる企業もいる。  

●30 回以上続く行事であり、急になくすことが難しい。しかしそのような意見が上がって いるの

は承知しているので、今後考えていきたい。  
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７．子ども霞が関見学デーの件  

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、本年度の開催について東京都鍍金工業組 合協力の

下、キーホルダー企画を中心に盛況に開催したことを報告した。また、（現段階 では未定であるが）

来年度開催の際も引き続き全鍍連ＰＲ事業として継続参加していくこ と、一同了承した。  

８．ハノーバメッセ開催の件   

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、報告を行った。１月 29 日に最終の打ち合わせが開

催されたこと、またハノーバメッセの見学ツアー募集をかけたが人数不足により 開催に至らなか

ったことを説明した。  

９．平成 31 年度度委員会開催日程の件   

平成 31 年度情報・国際委員会の日程は、次の通りに決定した。  

○第１回 新元号元年７月４日（木）   三役会：13:00～14:00  委員会：14:00～16:00    

〇三役会 新元号元年 10月８日（火） ：14:00～      

○第２回 新元号２年３月４日（水）   三役会：13:00～14:00  委員会：14:00～16:00   

８．その他  

①事務局より外国人材受け入れについての実態調査をする予定であることを報告した。  

●現在電気めっき業は４月からの新たな在留資格制度の対象にはなっていないが、今後電 気めっ

き業も対象とするよう国に要望する可能性もあることを踏まえ、今後実態を把握する必要があるの

ではないかと考えている。  

●これまで海外進出の調査はしたことがあるが、技能実習生については一度も調査したことがない。  

●海外関係と言う意味で情報・国際委員会としての調査を考えています。（総務委員会で 担当する

可能性もある。）  

②意見交換  各委員より地域別に景況状況の報告等発表が行われた。概要は次の通りであった。  

●県内で企業同士の差が顕著に表れはじめた。設備投資できる企業は更に大きくなり、 それがで

きないところは淘汰される形になってきている。  

●どうしたら事業承継をうまくできるか模索している。講師を招いて講演を行うなど、 組合をあ

げて事業継承を後押ししていきたい。  

●人材不足については変わらず大きな悩みの種である。大学卒の優秀な外国人を受け入 れること

によって日本人社員の刺激になればと考えている。  

●地方では公設試を担当できる人が少ない。技術指導ができる人が減ってきているので 若手の育

成が難しい状況になっている。  

●経営委員会（3 月 7 日） 

１．平成 30 年度委員会事業収支の件    

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、平成 30 年度経営委員会収支状況・また見込みにつ

いて、報告・説明が行われた。  

２．平成 31 年度委員会事業計画案・収支予算案策定の件    

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、来年度事業計画案及び予算案について説 明が行わ

れた。議長が各案について諮ったところ、全員異議なくこれを承認した。  

３．人材育成事業「先輩経営者との意見交換会」の件   

（１）平成 30年度実施報告 議長の求めにより事務局より資料に基づいて、昨年 9月 21 日に開催

された本年度「先輩 経営者との意見交換会」（講演者：太陽電化工業㈱会長伊藤豪氏）について報

告を行っ た。本年度は全国から 18名の若手経営者が参加し、伊藤氏より約１時間にわたりご講演 

頂いたこと後、工場見学をさせて頂いた旨を講演レポート・発表資料を交え報告した。 
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 （２）平成 31年度実施計画 議長の求めにより事務局より資料に基づいて、これまでの開催実績

を説明した。 続いて来年度講師候補者の検討を行ったところ、吉野寛治氏（吉野電化工業㈱代表

取締 役）等候補者として挙がり、講師を依頼することとなった。また開催時期は本年度同様に９

月中下旬頃を予定することとした。  

４．女性経営者部会の件   

（１）平成 30年度活動報告 ①議長の求めにより事務局より、資料に基づいて、昨年 6月 22 日（金）

に開催した平成 30 年度女性経営者部会総会の様子を報告した。総会議事において部会の活動理念

が上 程され、承認されたことを報告した。記念講演で富士電子工業株式会社渡邊氏にお越し頂き、

「 “ダイバーシティ経営”で儲ける会社をつくる！」というテーマにて講演していただいた事を

報告した。  

 ②資料に基づいて、昨年 11月 30 日（金）に開催した研修会（㈱大協製作所、東新工業 ㈱訪問）

について報告した。  

 （２）平成 31年度活動計画  議長の求めにより事務局より、来年度総会について６月７日（金）

に開催予定であるこ とを報告した。  

５．統計報告について   

議長の求めにより事務局より資料に基づき、全鍍連景況・鉱工業指数・都道府県別有効 求人倍率・

最低賃金・生産額調査等の各統計について報告を行った。各地の景況感および 有効求人倍率が高

水準で推移している等、報告行った。また、景況調査について事務局より引き続きウェブでの回答

にご協力頂きたいこと、ウェブ回答でメールアドレスを記入頂いた事業所には今後メールで案内を

出すことを予定していると報告した。求人倍率については現在大企業も含めた全体の統計を掲載し

ているが、今後中小企業など更に実態に沿った統計を掲載するよう意見が出た。  

６．平成 31 年度委員会開催日程の件   

平成 31 年度委員会日程を下記のとおり決定した。     

新元号元年７月３日(水)13:00～14:00 経営三役会 14:00～16:00 第１回経営委員会  

新元号元年 10 月９日(水) 13:30～15:30 経営三役会  

新元号２年３月５日(木) 13:00～14:00 経営三役会 14:00～16:00 第２回経営委員会  

７．その他（情報交換）   

各委員より地域別に景況状況の報告等発表が行われた。概要は次の通りであった。  

●同じ地域でも事業所のよって格差が広がってきている。最近では自ら廃業にする事業 所が多い

印象を受ける。  

●組合活動に積極的に参加する事業所とそうでない事業所の差が激しい。もっと積極的 に参加し

てもらえるように、魅力ある活動はなにかと模索している。  

●パワハラやセクハラを訴えて退職する職員がいた。お互いに事情は聞くが、言った言 わないの

水掛け論になってしまい大変だった。講習を受けさせたりポスターを貼った りなどして対応する

必要がある。  

●これから数年にかけて段々と事業承継の問題が深刻化してくると思われる。講師を名 招いて講

習など行うようにしている。  

●最近は全体的に仕事が落ち着いてきた印象を受ける。その代わり人手不足は解消した が、次の

忙しさに備え人員は確保しておく必要があるので今のうちに優秀な社員を採用していきたい。  
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●技術委員会（3 月 4 日） 

１．平成 30 年度委員会事業収支の件   

議長の求めにより事務局が資料１頁に基づき平成 30 年度技術委員会収支の内容説明を 行った。  

２．平成 31 年度委員会事業計画案・収支予算案策定の件   

議長の求めにより事務局が資料に基づき、平成 31 年度技術委員会事業計画案及び収支予 算案の

説明を行った。議長がこれを諮ったところ全員異議なく承認可決した。  

３．平成 30 年度全国めっき技術コンクールの件   

議長の求めにより事務局より、本年度は 476 件の参加があった旨、報告された。また東 京都競技

大会等促進支援事業に採択され、奨励金として 543,000 円が入金された旨の報告 を行った。  

４．平成 31 年度委員会開催日程検討の件     

平成 31 年度委員会日程を下記のとおり決定した。    

新元号元年８月 23 日(金)10:30～11:30 技術三役会  

12:30～16:30 第１回技術委員会 

全国めっき技術コンクール審査委員会(外観審査)  

新元号元年 10 月 23 日(水)13:30～15:00 技術三役会 

15:00～16:00 全国めっき技術コンクール審査委員会（総合審査）     

新元号２年３月３日(火)13:00～14:30 技術三役会 

14:30～16:30 第２回技術委員会  

５．コンクール課題検討の件    

①硬質クロムめっき部門形状検討  事務局より検討経緯と課題について説明した。  

●これまで硬質クロムめっき部門を２回実施したが、参加者より課題試料の形状につい て、既存

のＬ字型の試料から、より現場に近い試料形状に変更できないか指摘があがっていた。  

●昨年 12 月、野村技術副委員長の手配により新たな課題試料案（円柱２段）を試作。  

今年 1 月技術三役及び有志にて、１０μで硬質クロムめっきテストを実施した。  

●１月、三役会にて膜厚測定結果を協議。東京組合にて蛍光Ｘ線にて測定した値と自社 にてマイ

クロメータで測った値に隔たりがあり、円柱形状では膜厚測定が困難と結論。 

●２月、野村技術副委員長の手配により、マスキング評価も視野に入れた、直方体の中央にくぼみ

を入れた新たな形状を製作した。  

●今回の新試料を検証したところ、測定箇所となるくぼみに、（切削加工の際に発生したであろう）

凹凸が確認され、正確な測定が担保できない可能性がある。  

●さらに製作費が従来の試料片の６倍以上かかる可能性があり、コスト面でも容易でない。  

  

これを受けて一同協議し、マイクロメータで円柱試料を測定する案を再検証したが、めっき作業の

前後に同一人物にてすべて測定することは困難であり、現時点では実質技能競技 大会として実現

することは難しいとの結論となった。  

議長は、「 皆様の協力を得て検証を進めてきたが、膜厚測定の課題がネックとなり現時点で は新

形状への移行は断念せざるを得ないと考えている。既存のＬ字型については、様々な ご意見があ

るものの、技能大会としては技術の差が明確に見られるため、コンクールとしては十分成り立って

おり、現状でも大きな問題は無いと認識している。来年度は従来の形 状のまま実施することとし、

これまでの検証課題をヒントにまた意見があれば技術委員会 として検証を続けていきたい」と述

べ、一同了承した。  

②アンケート結果報告  事務局より９月に実施したアンケートについて、協力委員に対し謝辞を述

べ意見内容を簡単に報告した。  
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「研磨」について次のような意見が上がった。  

●研磨に関して、今年度研磨-装飾クロムめっき部門が３０件を下回った。  

●研磨については、めっき技術コンクールが言わば唯一の技能を競う場として残ってお り、引き

続き研磨技能の研鑽・向上のため、出来るだけ参加数を維持できるよう、技 術委員会として協議

していきたい。  

●課題アンケートでも指摘されているが、硬質クロムめっきにおいては、前処理・後処 理などで

研磨が実際に行われている。ＮｉＣｒ同様に「研磨-硬質クロム」のセット案も検討する余地はあ

ると考えられる。  

●研磨-装飾クロムめっき部門について、研磨技能がより反映されやすくなるよう、研磨の配点ウ

ェートを上げることも検討すべき。  

以上、課題点や意見を共有し、引き続き検討していくこととなった。  

６．平成 31 年度全国めっき技術コンクール実施計画について  

議長の求めにより、事務局より来年度のスケジュールについて説明を行った。また来年度の実施要

領案について説明を行い、無電解Ｎｉめっき部門の膜厚測定機器の 変更に伴い、Ｐ濃度からめっ

き膜厚を補正する算出方法を変更する旨、明記することとな った。  

７．その他   

①卓越技能者表彰候補者選考委員会報告   

卓越技能者表彰候補者選考委員会にて推薦決定された平成 31 年度卓越技能者（現代の名 工）の

全鍍連からの推薦候補者について、神谷副会長（選考委員長）より報告がなされた。  

②情報交換 出席委員より次のような意見が発表された ●米中摩擦の影響からか、半導体装置関連

等をはじめ、減速がみられる。 

●慢性的な人材不足が続いている。  

●（コンクール上位賞受賞企業が固定化しているのではとの指摘を受け、）コンクール 上位賞を勝

ち取るには何度も参加し試行錯誤が必要。社員のモチベーションを挙げて 挑戦させ続けることが

重要。  

以上、すべての議案の審議が終了したので、野村副委員長が閉会の辞を述べた後、議長 が閉会を

告げ会議を終了した。 

●環境委員会（3 月 8 日） 

 １．平成 30 年度委員会事業収支の件    

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、平成 30年度環境委員会収支状況・また見 込みにつ

いて、報告が行われた。また平成 31 年度委員会事業計画案・収支予算案について 事務局より資料

に基づき説明が行われ、議長が各案について諮ったところ、全員異議なく 承認した。  

２．平成 30 年度秋期排水濃度調査報告について   

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、平成 30 年度秋期排水濃度調査報告につい て、報

告が行われた。一部暫定基準を超過している事業所が数事業所見られると、事務局 より指摘があ

った。法令違反であるため当該事業所に対しては、環境委員を通じて特に実 態を注視して頂くよ

う要請した。  また一律超過事業所数は、各物質概ね減少傾向にあるものの、春期調査時は超過事

業所 が比較的多くなる傾向がある。寒い時期に濃度が落ちにくい傾向が見られるが、沈殿槽の 処

理能力が低い場合、冬場においては沈降速度が遅いためフロックがキャリーオーバーすることが原

因ではないかと推測されると、技術顧問より解説がなされた。  

３．ほう素、ふっ素暫定排水基準について   

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、ほう素、ふっ素の暫定排水基準の対応に ついて次

の通り説明を行った。  
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●ほう素、ふっ素の暫定排水基準については、今年の 6月 30 日に延長期限を迎える。  

●昨年 10 月 2日に開催された「排水処理技術検討会業種ヒアリング」において、これま での排水

濃度調査を通じた低減努力を提示した上で、暫定排水濃度を目標値に引き下 げることが技術的に

困難であることを報告。現状の通り暫定基準値を引き続き３年間 延長することを要望した。  

●先月 2月 28 日に開催された「中央環境審議会水環境部会排水規制等専門委員会」にお いてほう

素・ふっ素に係る暫定排水基準の見直し案が審議され、下記要望の通り承認 されたことを報告し

た。  

《3 年間延長：平成 31年 7 月 1日～平成 33年 6月 30 日》ほう素：30mg/l  

《3 年間延長：平成 31 年 7 月 1日～平成 33年 6月 30 日》ふっ素：40mg/l(日排水量 50 ㎥未満) 《3

年間延長：平成 31年 7月 1 日～平成 33 年 6 月 30 日》ふっ素：15mg/l(日排水量 50 ㎥以上)  

４．亜鉛暫定排水基準について   

議長の求めにより、事務局より資料に亜鉛暫定排水基準の対応について次の通り説明を行った。 ●

亜鉛の暫定排水基準については、平成 33年 12 月 10 日に期限が設定されており、すでに 全鍍連に

対し見直し検討に係る調査依頼を受けている。すでに、これまでの排水濃度 調査や都内における

巡回指導など取組実績を報告している。  

●また一律基準超過事業所を中心に個別の取り組み事例や改善実態など報告を求めら れており、

排水濃度調査を通じて調査依頼をすることを予定している。引き続き調査 に協力を求めたいと考

えている。  

●電気めっき業とともに亜鉛暫定排水指定業種となっている、金属鉱業（鉱山）が今後 排水対策

設備を本格的に導入すると聞いている。次回はいよいよ単独での暫定要望の なる可能性があり決

して楽観視はできない。一律超過事業所においては、工程内の工 夫を強化し、濃度低減に向けた

努力を徹底していただきたい。  

●来週 3月 11 日に技術検討会ヒアリングに臨み、全鍍連における定期排水濃度調査や巡 回指導実

績等の取り組み、また技術的に排水処理が困難であることなど具体的に説明 を行う予定である。  

５．ＶＯＣの取組み状況について   

議長の求めにより、事務局より平成 29 年度ＶＯＣ排出量（668t）を報告した。平成 23 年 度より

設定している目標値（＝排出量 791t、平成 21 年度実績値）を達成したことを報告し た。  

６．環境整備優良事業所表彰・認定について   

議長の求めにより、事務局より資料に基づき、環境整備優良事業所表彰・認定制度につ いて説明

を行った。本年度は６事業所を優良事業所として、昨年全国大会にて表彰したこ とを報告した。

また 83 事業所を優良事業所として３年間認定（平成 31年 1月 1日～平成 33 年 12 月 31 日）した

こと、それぞれ報告した。  

また優良認定事業所の普及が進んでいない点について、従来の表彰プレート上に貼り付 けるステ

ッカーだけでは、ＰＲ効果が低いとの指摘があがり、今後認定事業所に対しては ステッカーマー

クの電子媒体を配布し、名刺を活用した新たなＰＲ案が挙がった。本件事 務局にて次回より運用

できるよう準備を進めることとなった。  

７．平成 31 年度委員会開催日程の件   

平成 31 年度委員会日程を下記の通り決定した。   

○《新元号》元年７月５日（金）環境三役会 11:00～13:30 第１回環境委員会 13:30～16:00   

○《新元号》元年 10 月 10 日（木）環境三役会 13:30～15:30  

○《新元号》２年３月６日（金） 環境三役会 11:00～13:30 第２回環境委員会 13:30～16:00  

７．その他  

①清水専務より、土壌汚染対策法について、４月より省令が変更となり、届け出義務の生 じる土

地の形式変更の要件が面積 3000 平米から 900 平米になることを報告した。一部県や 政令指定都
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市によっては上乗せにより、要件がより厳格な地域もあるため、各地の情報や 説明会などに留意

されるよう呼びかけた。 

②各委員より自由発表が行われた。  

●昨年１２月頃から景況感が減速しつつあるようだ。米中貿易摩擦による影響も危惧さ れる。  

●排水処理施設で微生物処理を導入予定である企業もあり効果に期待したい。  

●人材確保が相変わらず厳しい。  

●原料コストが上昇する中、周囲で単価を上げていく雰囲気が醸成されつつある。  

●総務委員会（3 月 12 日）  

１．平成 30 年度会計収支見込みの件   

議長の求めにより、事務局より平成 30 年度会計収支見込みを次の通り報告し、一同了承 した。  

●一般管理費において、昨年消防の立ち入りがあり、事務所書庫に関し耐震指導を受け た。書庫

をはじめ大型事務用品の設置費・処分費が発生見込。コンクール東京都助成 金より 543,000 円の

収入があった。その他は概ね予算額どおりに執行。  

●総務委員会において、70 周年記念事業費を前期繰越剰余金より委員会収入として当て た。今後

記念誌印刷費等で 370 万円の支出を見込。トータルでは予算にほぼ近い数字 で決算となる見込み。  

●技術委員会において、参加件数の減少に伴い、参加費収入が減少。支出では測定費用 が追加で

発生。  

●情報・国際委員会において、機関誌広告収入が減少。子供霞が関見学デーやハノーバ メッセ対

応をはじめ含め、一部事業で予算額より超過した。  

●経営委員会・環境委員会においては、ほぼ予算通りに執行した。  

２．平成 31 年度予算   

議長の求めにより、事務局より平成 31 年度予算案について次の通り説明を行った。  

●一般管理費において、本年度とほぼ同様に予算を計上。職員１名入職に伴い、給与・ 通勤費増。

プリンターリース満了に伴い事務機器費の大幅減。  

●各委員会予算については、基本的に本年度と大きな変化はない。各々委員会内で承認を頂戴した。

情報・国際委員会においては、新たに WEB バナー広告を導入し、新たな 収入源として計上。例年

同様に予算には計上していないが、平成 31 年度もコンクー ル東京都奨励金についても同額

(5430,000 円)を申請予定。  

以上、予算案に対し議長が諮ったところ、満場一致で了承された。  

３．創立 70 周年事業実施報告について  

議長の求めにより、事務局より創立 70 周年事業について次の通り説明を行い、一同了承 した。  

●昨年 11 月 21 日にホテルニューオータニにて、創立 70 周年式典を盛大に開催した。来 賓関

係者計約 260 名が参加。参加頂いた方に対し、この場を借りてお礼を申し上げる。  

●式典においては、60 周年式典同様、周年記念表彰を実施。経済産業大臣表彰をはじめ、計 23 名

の方が表彰を受けられた。  

●70 周年記念誌を三役・事務局を中心に編集し今月発刊する。現在印刷段階に入っており、近日

中に各企業へ届けられる見込みであるので、ご覧いただきたい。  

４．青年部交流会開催の件   

議長の求めにより、事務局より 2/22 松山にて開催された青年部交流会について報告を行 った。

今年も青年部交流会後、有志による「未来を担う若手の集い」が開催された。  若手参加者より有

志の会との同時開催を希望する声が多く聞かれ、来年度についても同 様なスタイルで開催するこ

とを諮ったところ、一同了承した。来年度は 2 月 21 日（金）長 野にて開催することとなった。  

５．定款・就業規則の変更及び賦課金徴収案について   
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議長の求めにより、事務局より定款・就業規則の変更及び賦課金徴収案について次の通 り提案・

説明を行った。  

①  《定款変更》「暴力団排除条例」対応  

●「暴力団排除条例」が全ての都道府県で施行されるなど暴力団等反社会的勢力の排除 に向けた

対応が浸透していることを踏まえ、組合員資格等において暴力団排除を定款 上に明記する。  

② 《定款変更》員外監事要件の見直し  

●平成２７年５月１日に「会社法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等 に関する

法律」が施行されたことに伴い、中小企業等協同組合法等について、員外監 事要件の見直し等が

行われており、定款に反映させる。  

③ 《就業規則変更》年次有給休暇の時季指定義務について  

●平成３１年４月１日から順次施行される「働き方改革関連法」のうち、全ての事業所 に平成３

１年４月１日から適用されることから、事業者の義務となる「年次有給休暇 の時季指定義務」に

関する規定を就業規則に明記する。  

④ 役員候補者選考委員会規約の名称変更及び改正  

●「役員候補者選考委員会規約」が総会及び理事会の権限を侵害するものでないことを 明確にす

るため、名称を「役員候補者選考委員会内規」に変更する。  

●現行の役員候補者選考委員会規約において、会長候補者の要件として「出身企業の代 表権を有

している」ことも会長選考の要件に加え、内規に追加し明記する。  

①～④について議長が諮ったところ一同了承した。  

⑤ 賦課金徴収案について  

●全鍍連の運営を長期安定的に行いつつ、個々の組合の賦課金負担を軽減する一つの方 法として、

年度末で大部分の事業が実施され支出もほぼ正確に見込める時期の３月に、 ある程度（例えば百

万円を超える）剰余金が生じる可能性がある場合は、剰余見込み 額の一部を各組合から徴収しな

いことにより各組合に資金を還元（全鍍連の繰越剰余 金はその分減少）する方法を提案したい。  

●なお、毎年総会で、賦課金を見直すことも考えられるが、年度途中で予測が困難な追 加支出が

必要となった場合、単年度収支が赤字となり、その結果、全鍍連の運営が健 全に行われていない

と判断され、例えば国への表彰手続きや叙勲・褒章の申請の際に 支障が生じることも懸念される。  

●また全鍍連が該当する非出資型商工組合連合会は、経済事業を行わずその事業が業界 全体の改

善発達を図ることを主とするなど公益性があり、営利（利益を分配すること） を目的としていな

い。このため、他の経済事業を行う組合とは異なり、法で配当が認 められていないため、決算で

剰余金が生じた場合であっても個々の組合に余金を分配 することは制度上認められていない旨、

中央会より助言を受けている。  

本件説明後、遠方組合における旅費負担について、全鍍連会計より捻出出来ないか問題 提起があ

り、一同喧々諤々協議を行った。  

●遠方組合における旅費負担は無視できるものではないが、一方で現在常勤事務局員が 計４名体

制となり、従来より財政事情に余裕がなくなることは明白であり、今後継続 的に旅費を捻出し続

けるのはハードルが高い。  

●過去には旅費負担を行っていたが、全鍍連の財政が厳しくなり 10 数年前より打ち切った。現在

は東京近郊以外の組合においては、組合内より補助が出ている。一律補助 （10000～25000 円）だ

ったり、片道分であったり、組合によってまちまちの状況。  

●旅費計算や入金対応など事務局における管理作業負担も無視できない。  

●ルールとして確立するには、組合間の公平性を考慮する必要がある。また、現状いく ら財政を

確保しておけばよいか不透明である。  
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概ね以上の意見が挙がった。今回提案された新たな賦課金徴収案により、（少額と思われ るが）賦

課金の（実質）還元も見込め、かつ安定的な財政運営が担保できるため、旅費負 担については引

き続き組合（または出席者）の負担をお願いすることとなった。  

その他本議案に関連して次の意見が挙がった。  

●従来明記していた、理事会議案下部の注釈において、「賦課金の徴収額について会計 収支におい

て収入不足がある場合は追加で徴収」という文言について、標記方法の変 更を再検討されたい。  

●定款の変更に当たっては、広く組合員にも周知ができるよう、機関誌やホームページ を活用す

るなど策を今後検討頂きたい。  

以上一同了承し、 ①～⑤について次回総会にて議案として最終的に上程することとなった。 

６．めっき業に特化した損害制度について   

議長の求めにより、事務局よりめっき業独自の損害保険制度について以下のとおり説明 を行った。  

●全鍍連として昨年１２月に全国中小企業共済財団に加盟した。各種保障制度が利用可 能なので、

各めっき事業所の皆さまにおかれては利用を検討いただければと思う。  

●その上で現在、めっき業に特化した保険制度を確立できないか検討している。汎用的 な保険の

場合では免責事項になりうる事例もカバー出来るような、めっき事業所の皆 さまにとって利用し

やすいシステムを考えていきたい。  

●熱処理業界ではすでに独自の保険制度が確立された。実態に合わせた保険制度をつく るため、

３年を要したと聞いている。今後損保会社を交えて制度設計を具体的に進め るにあたり、総務委

員会の皆さまを中心に調査協力等を依頼する可能性があり、その 際は何卒協力をお願いできれば

と考えている。  

●また将来、全鍍連事務局に対する事務手数料収入や還元されうる剰余金に関しては、全鍍連事務

局ではなく組合の皆さまに還元が出来ればと考えている。  

なお、制度内容を各企業へ周知するのに理解しづらい部分も感じられる。例えば今後ブ ロック会

議等を通じて説明会を開催されるなど、制度について広く周知できる方法を今後 検討して頂きた

い。 以上、本件一同了承した。  

７．平成 31 年度委員会開催日程の件   

平成 31 年度総務委員会の開催日程について次の通り決定した。    

○第１回 新元号元年 10 月 15 日（火） 

○第２回 新元号２年３月 10 日（火） 

○それぞれ三役会 13:00～14:00、委員会 14:00～16:00  

８．その他  

●景況感については企業間でばらつきがあるが、人手不足が継続している。  

●米中関係の先行きが気になる。オリンピック需要はピークをこえたように感じる。  

●組合内で事業承継に係る勉強会を実施している。  
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予 定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期  日 場  所 内    容 

４月５日（金） TSTIA 事務局 ＴＳＴＩＡ 監事会 

４月 11 日（木） TSTIA 事務局 ＴＳＴＩＡ 理事会 

４月 17 日（水） 機械振興会館 全鍍連 監事会 

５月 15 日（水） ﾎﾃﾙ法華クラブ仙台 

ＴＳＴＩＡ 理事会 

      2019 年度通常総会 

講演会 

懇親会 

５月 16 日（木）  ＴＳＴＩＡ 懇親ゴルフコンペ 

５月 29 日（水） 機械振興会館 

全鍍連 常任理事会 

    2019 年度通常総会、理事会 

    懇親会 

６月７日(金) 仙台ガーデンパレス 北青会 役員会＆勉強会（TSTIA 共同開催） 

７月３日（水） 機械振興会館 全鍍連 経営三役会、委員会 

７月４日（木） 機械振興会館 全鍍連 情報・国際三役会、委員会 

７月５日（金） 機械振興会館 全鍍連 環境三役会、委員会 

７月２日（火） 札幌ガーデンパレス ＴＳＴＩＡ 理事会 

７月 19 日（金）  北青会 懇親ゴルフ＆暑気払い 
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連 絡 事 項 
 

◆お 知 ら せ 

 

  ・会  員：米沢アルミ工業株式会社 

         代表取締役に小島康貴氏が 2月 20 日就任いたしました。 

前代表取締役 小島浩之氏は取締役会長に就任いたしました。 

    ・会  員：東邦メッキ株式会社 

代表取締役社長に島田修平氏が 2 月就任いたしました。 

前代表取締役社長 島田博雄氏は代表取締役会長に就任いたしました。 

    ・会  員：大森クローム工業株式会社 

    会長 小口順一郎氏が 3月 13 日ご逝去されました。 

     謹んでお悔やみ申し上げます。 

    ・賛助会員：有限会社 安孫子鍍研資材店 

    取締役会長 安孫子惣一氏が 3月 8 日ご逝去されました。 

          謹んでお悔やみ申し上げます。 

    ・賛助会員：株式会社 板通 

    名誉会長 板橋敏雄氏が 3月 25 日ご逝去されました。 

     謹んでお悔やみ申し上げます。 

    ・賛助会員：奥野製薬工業株式会社 東北営業所 

    所長に谷許俊之氏が 4月就任いたしました。 

    前所長 福島英樹氏は横浜営業所へ移動となりました。 

 

◆平成 31 年春期 ほう素、ふっ素等の排水濃度調査のお願い 

        理事長 島田博雄 

めっき業界の実情を行政当局に理解していただくために基礎データとして活用致しま

すので、必ずご協力下さいますようお願い申し上げます。 

この度、春期の調査を実施致します。「ほう素」「ふっ素」「硝酸性窒素・亜硝酸性窒素」

「亜鉛」を使用・不使用に関わらず全組合員を対象に排水濃度調査を実施しております。

環境科学研究所の分析結果、下水道局の分析結果、自社分析結果のどれでも構いませんの

で、ご記入をお願い致します。 

また、「使用していない」「数値がない」場合でも必ず返信をしていただきますようよろ

しくお願いいたします。 

つきましてはＦＡＸしました「排水濃度調査票」にご記入の上、4 月 26 日（金）まで

に、組合事務局までにＦＡＸにてご提出くださいますよう、宜しくお願い致します。 

 

◆令和元年度通常総会開催のご連絡 

第 23回通常総会を下記の日程で開催いたします。 

日程：令和元年５月 15日（水） 

場所：ホテル法華クラブ仙台 

詳細は別途ご案内いたします。多くの会員のご出席をお願いいします。 
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全国鍍金工業組合連合会 

  各組合員企業のみなさまへ  

  

                               全国鍍金工業組合連合会 

                                            専務理事 清水 篤人  

  

《調査のお願い》公害防止税制の使用実績・使用見込について 

   

拝啓 平素より本会の事業運営に格別のご支援ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。  

「汚水・廃液処理設備に対する課税標準特例」（公害防止税制）の現行措置が 2020 年

３月 31 日で適用期限を迎えるにあたり、経済産業省より公害防止税制の使用実績・

使用見込に ついて、事務局に調査依頼がございました。  つきましては、貴社の公害

防止税制の使用実績・使用見込についてご回答いただけません でしょうか。   

ご多忙の折ご面倒をお掛けし誠に恐縮ですが、4 月 26 日（金）までに、全鍍連まで

メー ルにてご回答を賜りますようご協力をお願いいたします。 

           敬具  

 
 

記 
  

１．回答票   

誠にご面倒をお掛け致しますが、回答票を全鍍連公式ホームページよりダウンロード   

頂けますようお願い致します。 

 https://zentoren.or.jp/   ぜんとれん 検索 

  

２．提出先及び回答期日   

全国鍍金工業組合連合会 事務局  調査締切期日：4 月 26 日（金）まで  

メール：info@zentoren.or.jp  

  

３．ご参考  

公害防止税制（平成 30 年度版中小企業施策利用ガイドブックより） 

  http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/g_book/h30/download/06zaimu.pdf  

  

  

お忙しいところ、誠にご迷惑をお掛け致します。  

何卒ご協力のほど、宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

https://zentoren.or.jp/
mailto:info@zentoren.or.jp
http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/g_book/h30/download/06zaimu.pdf
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インフォメーション 
 

□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□ 

            ★補助金等公募状況のお知らせ★ 

 

◆補助事業の公募状況一覧表を掲載しています 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/10665 

…………………………………………………………………………………………… 

◆中小企業庁が行う入札・調達に関する最新情報を掲載しています 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/10667 

□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□ 

            ★こんにちは！ 中小企業庁です！★ 

 

《情報開示》認定情報処理支援機関の開示項目情報を取得できる API の提供を 

開始しました 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11060 

…………………………………………………………………………………………… 

《金融支援》平成 31 年 4月 27 日から 5月 6日までの 10連休に係る資金繰り相談に 

ついて 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11031 

…………………………………………………………………………………………… 

《公募情報》平成 31 年度「地域中小企業人材確保支援等事業（中核人材確保ス 

キーム：経営支援機関プラットフォーム）」に係る提案の募集（企画競争）を 

開始します 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11033 

…………………………………………………………………………………………… 

《災害対策》東日本大震災及び平成 30年北海道胆振東部地震による災害に関す 

る被災中小企業・小規模事業者支援策を延長します 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11035 

□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□ 

    ☆☆☆今までの主なニュース☆☆☆ 

 

今までに出された支援策等 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11037 

□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□ 

     ★ミラサポ情報★ 

 

◆認知向上や販路開拓など、展示会の効果を高める作業やポイントを紹介します！ 

「工夫を凝らして売上アップ！展示会のトリセツ」公開 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11039 

□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□ 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/10665
https://e-net.smrj.go.jp/archives/10667
https://e-net.smrj.go.jp/archives/11060
https://e-net.smrj.go.jp/archives/11031
https://e-net.smrj.go.jp/archives/11033
https://e-net.smrj.go.jp/archives/11035
https://e-net.smrj.go.jp/archives/11037
https://e-net.smrj.go.jp/archives/11039
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           ★海外展開ニューズレター★ 

 

《ＰＲ情報》広報誌とっきょ Vol.42「海外展開」特集を発行しました 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11041 

□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□ 

★今週のトピックス★ 

 

◆◆◆全  国◆◆◆ 

《補助金情報》平成 31 年度予算「デジタル・ディバイド解消に向けた技術等研 

究開発」の公募を行っています 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11043 

□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□ 

            ★支援機関ニュース★ 

 

◆中小企業ビジネス支援サイト【J-Net21】 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11047 

…………………………………………………………………………………………… 

◆中小機構イベントカレンダー 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11049 

…………………………………………………………………………………………… 

◆中小企業関係機関リンク集 

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11051 

 

□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□ 

  

https://e-net.smrj.go.jp/archives/11041
https://e-net.smrj.go.jp/archives/11043
https://e-net.smrj.go.jp/archives/11047
https://e-net.smrj.go.jp/archives/11049
https://e-net.smrj.go.jp/archives/11051
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東北･北海道表面処理工業組合 事務局 

〒983-0852 

仙台市宮城野区榴岡３丁目 11-5 A-106 

TEL 022(792)2332/FAX 022(792)2333 

e-mail:tstia@nifty.com 

【編 集 後 記】 

新元号が令和と発表されました。時間と共に根付いていくことと思います。４月一杯は平成最後

の･･･というフレーズが更に沢山聞かれることと思います。/ 

今年３月 11 日はあの東日本大震災の日が来ました。あれから８年が経ったのです。やはりこの日が

来るとあの時のことを思い起こします。日々は多くを語ることは少なくなりましたが、この日ばか

りは改めて語り合い災害の時の大変さや、また来ないとも限らない日のために避難の方法を再認識

し、同じことを繰り返さないようにしたいものです。/ 

年齢と共に新たな出会いは少なくなっていくものですが、２月に中学の同期会がありました。こん

な時しか会えない人が殆どで話は尽きなく昔ばなしや現況について長時間に亘り楽しいひと時を過

ごしました。既に亡くなった人もおり、次回はいつになるか分かりませんが、それまでは元気でい

ようとあらためて健康の大切さを認識しました。 

桜の４月は新たなスタートです。また１年元気で活動していただきますよう宜しくお願い致します。 

mailto:tstia@nifty.com
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★新聞･雑誌の切抜き★ 
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